
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成 22 年 5 月 10 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：資源保全学・資源保全学 
キーワード：保全生物、QTL 
 
１．研究計画の概要 
 

近交弱勢が野生集団の絶滅確率に及ぼす

影響は研究者間で意見が分かれている。この

影響を明らかにするためには、近交弱勢のダ

イナミクスに大きく影響すると考えられる

有害遺伝子座数やその相乗効果などの遺伝

的背景を明らかにする必要があるが、野生種

を対象とした研究はほとんどない。そこで、

典型的な他殖性植物であり絶滅危惧種であ

るサクラソウを対象に、（１）近親交配によ

って得られた個体を用いてQTL解析を行い、

近交弱勢に関与する遺伝子座とその効果を

推定する。（２）日本全国の野生サクラソウ

集団からDNAをサンプリングし、近交弱勢に

関与する遺伝子座近傍の分子マーカーを用

いて、各集団内における有害遺伝子の蓄積程

度とそれにもとづく絶滅確率を推定する。 
  
２．研究の進捗状況 
 
（１）2008 年に全きょうだい交配して得ら
れた種子 367 粒を 2009 年春に発芽処理した
ところ、88%の 324 粒が発芽し、葉緑素が欠
乏しているアルビノ個体が 60 個体（5%）観
察された。アルビノ個体は葉数・葉面積がと
もに少なく、63%にあたる 38 個体が冬前ま
でに死亡した。アルビノを示さなかった個体
についても、葉数や葉面積に関して幅広い変
異が認められたことから、アルビノ以外の有
害遺伝子に関しても近親交配によって発現
していると考えられた。現在、越冬した個体
が開花し始めているところなので、適応度に

関わる花茎数や開花数等を調査していると
ころである。 
また、QTL 解析に必要な分子マーカーとし

て120のマイクロサテライトマーカーを開発
し、SNP や AFLP 等の既存のマーカーとあ
わせて個体の遺伝子型を特定している。 

 
（２）日本全国のサクラソウ集団から、DNA
をサンプリングし、集団の絶滅確率に影響す
る遺伝的な多様性をマイクロサテライトマ
ーカーと表現形質を用いて評価した。また、
各集団の個体数等のデータを取得した。 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている 
（理由） 
育児休業により 1年間研究開始を遅らせたた
め、当初の計画よりは遅れているが、QTL 解
析や集団解析に必要な材料やデータは順調
に取得されている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
近親交配由来の個体に葉緑素が少なく、成長
が遅いアルビノが多数観察されたため、シロ
イヌナズナの情報をもとに、アルビノ関連遺
伝子の発現解析をサクラソウでも行う。アル
ビノと発現程度に相関が見られた場合には、
塩基配列を決定してアルビノの原因遺伝子
を特定する。QTL 解析の結果とあわせてアル
ビノ原因遺伝子の染色体上の位置を特定す
るとともに、多型個所を SNP 等の分子マーカ
ー化し、全国のサクラソウ集団にアルビノを
もたらす変異がどの程度存在しているか推
定する。 
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